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4．分析結果 

 本研究では線形回帰分析によって算出された推定値を「選択率」と定義する。この数値が大

きいほど、その要素が含まれている際によく選択されていることを示している。 

客引きの場合（図 2-a）、客引きがいない場合が最も入店意欲を高め、ロボットが客引きをし

ている店舗が最も低下させるという結果が示された。また、店内の場合（図 2-b）、「明るい」場

合が最も入店意欲を高め、「見えない」場合が意欲を最も低下させるという結果が示された。そ

して、看板の場合（図 2-c）、「画像」の場合が最も入店意欲を高め、「無し」の場合が意欲を最

も低下させるという結果が示された。以上の結果から、各要素によって顧客の入店意欲に変化

を与えることを示している。 

 

 

（a）客引き                  （b）店内                  （c）看板 

図 2．各要素における選択割合と 95%信頼区間 

 

5．終わりに 

 飲食店における客引き行為が与える入店意欲の変化について分析を行った。本研究は、情報

社会化する前から行われてきた飲食店の集客方法について、現代における効果を示すものであ

り、今後の効果的な集客戦略の指針を示すものとなる。「そもそも来店してもらえない」という

問題を解決するうえで、重要な結果を示している。 

 本研究の課題として、ロボットであれば、総じて入店意欲を低下させるかどうかを明確にす

る必要がある点である。今回使用したロボットのイラストは、ロボットだと分かり易いように、

一般的な見た目といえるイラストを用意した。しかし、この見た目が受け入れられなかっただ

けで、より人に近い見た目や、犬や猫などの動物に近い見た目であれば、結果が変わる可能性

があるため、より詳細な研究が必要となる。 
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